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研究成果の概要（和文）：　視覚障害を持つ未就学児童、特に盲児にとって、療育に用いられる玩具（以下療育
玩具）は遊びを通して好奇心を育み、生活動作の習得等につなげる重要なツールである。そこで、彼らが習得困
難と感じる生活動作とその要因について調査を実施し、彼らが楽しみながら能動的に円滑な動作習得に取り組む
ための新たな療育玩具を３点創出した。
　また、国内外の文献から盲児教育の変遷を調査するとともに、現在療育施設等において用いられる様々な玩具
やツール、その使い方を調査し、『視覚障がい乳幼児の生活動作練習プログラム』として、一望できるかたちに
まとめた。また、それらを生活動作ごとに検索できるデータベースを作成し、公開している。

研究成果の概要（英文）：For preschoolers with visual impairments, especially blind children, toys 
used in medical treatment and education are an important tool for cultivating curiosity through play
 and leading to the acquisition of daily physical movements. Therefore, we conducted a survey on the
 types of daily physical movements that are difficult for them to learn and the factors behind them,
 and based on the results, we created 3 new toys for visually impaired children to actively and 
smoothly learn motion while having fun. In addition, the transition of the education for blind 
children was investigated from the literature in Japan and overseas, and the various toys used in 
treatment and education institution and their usage were investigated, and they were summarized in 
the list as ''a program for visually impaired infants to practice their daily physical movements ''.
 In addition, a database has been created and made available to the public that can be searched for 
each daily physical movements.

研究分野：プロダクトデザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
（１）習得の難易度が高く、且つ現状ではその習得を助ける玩具・ツールが不足していると考えられる生活動作
に対し新たな療育玩具を創出することによって、視覚障害乳幼児の生活動作習得を円滑にする。（２）24種類の
生活動作習得のプロセスを「知る」「わかる」「できる」の３ステップに分け、それぞれのステップに有効なツ
ールや手法及び習得困難なポイントを明確にした。これらは視覚障害児だけでなく、発達が緩やかな子どもにと
っても苦手なポイントを把握しやすく、有用である可能性がある。（３）また、それらの情報をデータベース化
し公開したことにより、これまで各施設内で蓄積されてきたノウハウを広く共有することが可能になる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
視覚障害乳幼児は、様々な生活動作や遊びを見様見真似で習得することが難しく、晴眼児に

比べ経験の機会も少ないことから、握る、放すなど基礎的な手指の操作の習得に時間がかかる、
能動性が育ちにくいといった課題が指摘されている。 

これらの課題に対し、これまで特別支援教育分野が中心となって進めてきた盲児教育や指導
方法に対する知見、また療育の現場における実践の蓄積は素晴らしいものがある。この療育の
際に用いられる玩具（以下療育玩具）は遊びを通した心身の成長、好奇心の育成、就学に向け
た円滑なレディネス獲得の為の重要なツールである。しかし視覚障害乳幼児の就学前レディネ
ス、能動性の育成を目的とし、プロダクトデザインの視点から「療育玩具（ツール）の設計」
に関わる研究は未だ十分ではない。また、視覚障害児の総数は減少傾向にあることもあり、療
育の場においては晴眼児を対象とした既製の玩具が流用されることが多く、現状では、彼らの
特性に配慮された専用玩具は十分に足りているとは言えない。 
 
２．研究の目的 
視覚障害乳幼児の生活動作習得を円滑にすることを目指し、文献調査及び療育施設での調査

を通して、彼らの心理及び身体的特性に沿った療育玩具のプロトタイプを制作する。各プロト
タイプは療育の場での試用を通し検証、印象評価を行う。併せてまたその際の設計指針、仕様
などを生活動作ごとに体系化し、彼らが楽しみながら好奇心を育み生活動作習得に取り組むこ
とが出来る療育玩具のデータベースを作成し、今後の療育及び療育玩具設計の一助となること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
社会福祉法人京都ライトハウス内で視覚障害乳幼児の療育を行う「視覚支援 あいあい教室」

（以下「あいあい教室」）の協力を得て、本研究期間内の施設内における療育補助および観察と
併せ、下記の方法で研究を進めた。 
 
（１）障害児教育に関する文献調査 
盲児研究及び療育の現場での知見の収集を目的とし、京都府立盲学校資料室での調査を基礎

に、盲学校の草分け的存在であった京都盲唖院創立者古河太四郎が考案した盲児教育の資料か
ら、萌芽期の盲児教育について考察した。特に身体性を重んじた独自の教育方法には、今日の
盲児教育にも繋がる様々な示唆を得た。また併せて、視覚のみに依らない概念形成や造形活動
の可能性を拡げるため、レッジョ・エミリアの幼児教育についても調査を実施した。 
 

（２）療育で用いられるツール・手法の調査 
あいあい教室において療育に活用される頻度の高い玩具について、種類、目的、構成要素等

の観点から分類を行った。また、療育者へのヒアリング調査を実施し、玩具を用いた療育時の
遊び方や、習得を手助けするための日用品への工夫など、手法に関する知見を併記した。 
 

（３）生活動作の習得難易度調査 
玩具を用いた療育の多くが、生活動作（ボタンを留める、ファスナーの上げ下げ等）の習得と
深く関わる内容であることから、先行研究より 24 種類の基本的な生活動作を抽出、その習得難
易度について、視覚障害児 18 名、晴眼児 27名の保護者に対し質問紙による調査を実施した。    

これらの結果から、(a)特に習得難易度が高い生活動作、(b)晴眼児と比較して習得難易度の
差が大きい生活動作、(c)視覚に障害があることにより経験の機会が得にくい動作、を抽出した。
このうち(b)(c)で抽出された高難易度の生活動作と、視覚障害児の認知特性や生活習慣等との
関連性について、療育者３名に対しヒアリング調査を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）『視覚障がい乳幼児の生活動作練習プログラ
ム』の作成 

生活動作の習得難易度調査結果及び療育施設での
観察調査から、円滑な生活動作習得の条件として「動
作や動作に用いられるものの“存在を知り”、経験の
機会を増やすこと」「動作の全容や周囲との関係性を
“理解する”こと」「両手の使用や指先の繊細な操作、
力加減などの “手指の操作が可能になる”こと」の
３つのステップが有効であると考えられた。これら
を「1.知る」「2.わかる」「3.できる」と、療育に活
用しやすい平易な表現に変更し、24種類の生活動作
をそれぞれこの３つのステップに分解し、各ステ
ップの習得に適した玩具を一覧できるかたちにま
とめ『視覚障がい乳幼児の生活動作練習プログラ
ム』とした（図１）。 

図 1『視覚障がい乳幼児の生活動作練習プログラム』

（一部抜粋） 



  
（２）新たな療育玩具の創出 
現状の療育ツール及び手法について療育者への半構造化面接を実施し、①療育ツール ②療育

手法 ③視覚障害児の特性による課題 の３つの側面から回答を分析した。この結果と『視覚障
がい乳幼児の生活動作練習プログラム』を照らし合わせ、現状では療育に適した玩具、ツール
が不足していると考えられる「はさみで紙を切る」「ひもを丸結びする」「端が開いたファスナ
ーの上げ下げ」の 3 つの動作を取り上げ、これらの動作習得を円滑にするためのプロトタイプ
を制作した。これらを用いて複数回の療育と改善を重ね、3 点の新たな療育玩具を創出した（図
２～４）。 

また、これまでの調査の過程で、特に盲児にとって関心を持ちにくいことが指摘されていた
「衣服のコーディネート」について、RFIDタグを用い、音やメロディで上衣・下衣の組み合わ
せを想起させることにより衣服のデザインへの興味・関心を高め概念形成を促すツールを制作
した（図５）。 

（３）提案内容の検証・評価 
制作した３点の生活動作習得支援ツールのプロトタイプについて、４～６歳の盲児３名の療

育を通して「提案したツールが生活動作習得に対して効果的か」「意欲的に楽しみながら生活動
作習得に取り組むことができるか」の 2点について検証した（図６）。  

検証・評価にあたり、未就学児童本人
による定量的な主観評価が困難である
ことから、本研究では 
①療育者によるツールの事前評価（質問
紙調査） 
② 療育の場での使用観察及びワンゼロ
サンプリング法による発話・行動の生起
頻度抽出 
③療育者によるツールの事後評価（質問
紙調査） 
という３段階での評価を通して定量化
を試みることにより、ツールの有用性や
課題を明らかにした。これらの検証方法
も、今後、未就学児童へのプロダクト提
案を行う上で有用な手法になり得ると
考える。 

図４  左：従来ファスナーと大型ファスナー 
右：端の開いたファスナーの上げ下げのツール 

図３ ひもを丸結びするツール「郵便屋さんのカバン」 図２ はさみで紙を切るツール「ワニさんパクパク」 

図６  プロトタイプの使用観察 

図 5  音やメロディで衣服のコーディネートを支援する
ツール「Picotto（ピコット）」 



（４）療育玩具データベース作成 
先述の『視覚障がい乳幼児の生活動作練

習プログラム』を元に、生活動作・ステッ
プ・練習開始目安時期・習得難易度・入手
方法の５項目から検索可能なデータベー
スを作成し、遊び方や療育のポイント等、
より詳細かつ具体的な内容を加筆してい
る（表１）。 

また、このデータベースについて、施設
の療育者及び保護者各６名に対し質問紙
調査を実施し、併せて画面操作中の発話を
抽出した。これらの結果から、①データベ
ースの検索結果に動画を埋め込めるよう
にするなど使い方に関する情報量を増やす、②個々の生活動作に加え、シーンごとの検索を可
能とする、③現在、年齢（月齢）で示している練習開始目安時期については別の形での表現を
試みる、などの改善を加えたデータベースのフォームを新たに作成した。 
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